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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第69期

第１四半期連結
累計期間

第70期
第１四半期連結
累計期間

第69期

会計期間
自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日

自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日

自　平成23年４月１日
至　平成24年３月31日

売上高 (千円) 3,770,411 4,398,361 18,101,510

経常利益又は経常損失(△) (千円) △66,194 141,758 603,513

四半期(当期)純利益又は
四半期純損失(△)

(千円) △72,479 72,316 305,287

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △67,068 94,640 307,585

純資産額 (千円) 8,165,857 8,633,524 8,538,883

総資産額 (千円) 18,838,862 19,059,557 19,091,766

１株当たり四半期(当期)純利益金
額又は四半期純損失金額(△)

(円) △1.51 1.51 6.37

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ─ ─ ─

自己資本比率 (％) 43.3 45.2 44.7

(注)  １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　　　２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３  潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

す。

(1)　業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響から回復基調にあるものの、欧州

の債務問題や、長期化する円高、電力供給に対する懸念など、景気の先行きは不透明な状況となっておりま

す。

　建設業界及び合成樹脂加工品業界におきましては、需要に回復傾向がみられるものの販売競争の激化、原

材料価格の値上がり等により引き続き厳しい状況が続いております。

　当社グループはこのような状況の下、営業力の強化と積極的な販売活動に努めてまいりました結果、当第

１四半期連結累計期間の連結売上高は、43億98百万円（前年同期比16.7％増）となりました。

　損益面につきましては、当第１四半期連結累計期間においても徹底したコストダウン及び諸経費の削減な

どの諸施策を実施してまいりました結果、営業利益は１億38百万円（前年同期営業損失45百万円）、経常利

益は１億41百万円(前年同期経常損失66百万円)、四半期純利益は72百万円（前年同期四半期純損失72百万

円）となりました。

　セグメント別の状況は次のとおりです。

[合成樹脂加工品事業]

　主力の建材製品は、国内床材、防水資材、住宅資材、壁装用品が売上増となりましたが、輸出用床材は売上減

となりました。また、産業資材製品は、車両用床材が売上増となりましたが、欧米向けフイルムが売上減とな

りました。

　この結果、売上高は42億81百万円（前年同期比17.2％増）、セグメント利益は51百万円（前年同期セグメ

ント損失１億30百万円）となりました。

[不動産賃貸事業]

　不動産賃貸料収入は、売上高は１億16百万円（前年同期と同額）、セグメント利益は86百万円（前年同期

比1.8％増）となりました。

（注）セグメント利益の合計は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。
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(2)　財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間の資産合計は、前連結会計年度より32百万円減少し、190億59百万円となりま

した。その主な原因といたしましては、現金及び預金が２億99百万円増加したものの、受取手形及び売掛金

が３億12百万円減少したことによるものです。

　負債の部では、前連結会計年度より１億26百万円減少し、104億26百万円となりました。その主な原因とい

たしましては、長期借入金が11億円増加したものの、支払手形及び買掛金が１億52百万円、短期借入金が10

億１百万円減少したことによるものです。

　純資産の部では、前連結会計年度より94百万円増加し、86億33百万円となりました。その主な原因といたし

ましては、利益剰余金が72百万円増加したことによるものです。

(3)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

(4)　研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は60百万円です。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 90,000,000

計 90,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成24年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成24年８月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 48,253,094  同左
東京証券取引所
（市場第二部）

単元株式数は
1,000株です。

計 48,253,094  同左 ― ―

　

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年６月30日 ─ 48,253,094 ─ 5,007,917 ─ 4,120,573
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　
(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成24年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ─ ―

議決権制限株式(自己株式等) ─ ― ―

議決権制限株式(その他) ─ ─ ―

完全議決権株式(自己株式等) 
                       (注)１

(自己保有株式)
普通株式 301,000

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式
47,598,000

47,598 ―

単元未満株式           (注)２
普通株式
354,094

― ―

発行済株式総数 48,253,094 ― ―

総株主の議決権 ― 47,598 ―

(注) １　「完全議決権株式（自己株式等)」の301,000株は、全て当社保有の自己株式です。

２　「単元未満株式」の中には、株主名簿上は当社名義となっているが実質的に所有していない株式500株及び当

社所有の自己株式910株が含まれています。

３　当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成24年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

　

② 【自己株式等】

平成24年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
ロンシール工業㈱

東京都墨田区緑四丁目
15番３号

301,000 ─ 301,000 0.62

計 ― 301,000 ─ 301,000 0.62

(注)　このほか株主名簿上は当社名義となっていますが、実質的に所有していない株式が500株及び当社所有の自己株式

が910株あります。

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成24年４月１日

から平成24年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24年６月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、聖橋監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,665,396 3,965,323

受取手形及び売掛金 ※2
 6,147,194

※2
 5,835,106

商品及び製品 2,147,525 2,309,814

仕掛品 83,894 85,743

原材料及び貯蔵品 631,478 639,183

その他 ※1
 402,007

※1
 332,819

貸倒引当金 △18,107 △12,876

流動資産合計 13,059,391 13,155,114

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 9,480,266 9,483,308

機械装置及び運搬具 9,510,367 9,527,837

工具、器具及び備品 3,182,320 3,198,866

土地 2,434,412 2,434,412

リース資産 166,103 171,201

建設仮勘定 25,771 16,385

減価償却累計額 △19,455,581 △19,559,304

有形固定資産合計 5,343,661 5,272,707

無形固定資産

その他 106,770 108,483

無形固定資産合計 106,770 108,483

投資その他の資産

投資有価証券 362,603 359,954

その他 250,543 189,643

貸倒引当金 △31,203 △26,345

投資その他の資産合計 581,943 523,252

固定資産合計 6,032,374 5,904,443

資産合計 19,091,766 19,059,557
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,017,369 3,864,735

短期借入金 3,176,024 2,174,984

未払法人税等 89,415 61,611

賞与引当金 148,553 81,900

売上値引引当金 73,035 73,035

その他 1,379,951 1,392,677

流動負債合計 8,884,349 7,648,943

固定負債

長期借入金 482,352 1,583,086

預り保証金 1,012,799 1,032,732

引当金 109,407 106,410

その他 63,974 54,861

固定負債合計 1,668,533 2,777,090

負債合計 10,552,883 10,426,033

純資産の部

株主資本

資本金 5,007,917 5,007,917

資本剰余金 4,120,573 4,120,573

利益剰余金 △428,082 △355,765

自己株式 △38,862 △38,862

株主資本合計 8,661,547 8,733,863

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 33,060 31,225

為替換算調整勘定 △164,067 △141,217

その他の包括利益累計額合計 △131,007 △109,991

少数株主持分 8,343 9,651

純資産合計 8,538,883 8,633,524

負債純資産合計 19,091,766 19,059,557
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 (2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
  【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

売上高 3,770,411 4,398,361

売上原価 2,550,816 2,908,144

売上総利益 1,219,595 1,490,217

販売費及び一般管理費 1,265,246 1,352,198

営業利益又は営業損失（△） △45,651 138,018

営業外収益

受取利息 58 228

受取配当金 7,302 7,788

不動産賃貸料 15,672 17,052

その他 4,881 7,622

営業外収益合計 27,915 32,691

営業外費用

支払利息 20,614 14,869

為替差損 11,871 10,127

貸倒引当金繰入額 13,400 －

その他 2,572 3,954

営業外費用合計 48,458 28,952

経常利益又は経常損失（△） △66,194 141,758

特別損失

固定資産除却損 259 －

特別損失合計 259 －

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△66,453 141,758

法人税、住民税及び事業税 24,572 50,500

法人税等調整額 △18,725 18,195

法人税等合計 5,846 68,696

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△72,300 73,061

少数株主利益 178 744

四半期純利益又は四半期純損失（△） △72,479 72,316
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　【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△72,300 73,061

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △2,477 △1,834

為替換算調整勘定 7,709 23,413

その他の包括利益合計 5,232 21,579

四半期包括利益 △67,068 94,640

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △67,447 93,332

少数株主に係る四半期包括利益 379 1,308
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。

　

【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

該当事項はありません。

　
【会計方針の変更等】

当第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１

日以後に取得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しており

ます。

　なお、この変更による当第１四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微です。

　
【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。

　
【追加情報】

該当事項はありません。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　

※１　手形債権の流動化による譲渡高は次のとおりです。

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

受取手形の債権流動化による譲渡高 131,464千円 131,493千円

なお、受取手形の流動化に伴い、信用補完目的の保留金額（前連結会計年度52,407千円、当第１四半期

連結会計期間52,295千円）を、流動資産のその他に含めて表示しております。

　

※２  四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第１四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満

期手形が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

受取手形及び売掛金 187,211千円 194,708千円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第１四半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりです。

　

　
前第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

減価償却費 135,450千円 101,202千円

　

(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日)

　
１．配当金支払額

該当事項はありません。

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　
３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。

　
当第１四半期連結累計期間(自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日)

　

１．配当金支払額

該当事項はありません。

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

　３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント

調整額
四半期連結損
益計算書計上
額(注)合成樹脂加工品事業 不動産賃貸事業 計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 3,653,871 116,540 3,770,411― 3,770,411

セグメント間の内部売上
高又は振替高

― ― ― ― ―

計 3,653,871 116,540 3,770,411― 3,770,411

セグメント利益又は損失
(△)

△130,282 84,631 △45,651 ― △45,651

(注)　セグメント利益又は損失(△)の計は、四半期連結損益計算書の営業損失(△)と一致しております。　

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

　

Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント

調整額
四半期連結損
益計算書計上
額(注)合成樹脂加工品事業 不動産賃貸事業 計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 4,281,821 116,540 4,398,361― 4,398,361

セグメント間の内部売上
高又は振替高

― ― ― ― ―

計 4,281,821 116,540 4,398,361― 4,398,361

セグメント利益 51,899 86,119 138,018 ― 138,018

(注)　１　セグメント利益の計は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

　　　２　会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更に記載のとおり、法人税法の改正に伴い、当第１四

半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づ

く減価償却の方法に変更したため、報告セグメントの減価償却の方法を改正後の法人税法に基づく方法に変

更しております。

　　　　　なお、この変更による当第１四半期連結累計期間のセグメント利益に与える影響は軽微です。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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(企業結合等関係)

該当事項はありません。

　
(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりです。

　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額(△) △1.51円 1.51円

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額又は四半期純損失金額(△)(千円) △72,479 72,316

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純損失金額
(△)(千円)

△72,479 72,316

普通株式の期中平均株式数(千株) 47,952 47,951

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年８月10日

ロンシール工業株式会社

取締役会　御中

　

聖橋監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    松    田    信    彦    印

　
指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    濵    田      尊        印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているロン
シール工業株式会社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期
間（平成24年４月１日から平成25年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平
成24年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、
四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ロンシール工業株式会社及び連結子会社の平
成24年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示
していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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